
（別紙４）

～ 2025/3/31

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 2025/3/31

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025/3/31

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・訪問先、保護者に毎月記録表をお渡しして情報を共有して

いく。

2

・訪問した際の様子を保護者への報告を丁寧に行い、保護者

が気になっていることを支援時に確認できるよう情報収集を

心掛ける。

3 ・今後も訪問先の先生方と連絡調整を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・確認したいことを事前に文書作成することや事後報告をす

るときには、現場の先生に負担をかけないことを心がけ、情

報交換する時間を短縮できるようにする。

2
・学校と連携がとれるよう、会議以外の情報交換方法を検討

したい。（事前、事後の文書での情報共有など）

3
・児発、放ﾃﾞｲの職員と振り返りを行い評価やアセスメントに

偏りがないよう意見交換を続けていきたい。

・同法人での利用児童においては、情報交換などが実施しして

いるところ。

（児発・放ﾃﾞｲの利用も同じ事業所なので、児童の様子を伝え

られること。支援の統一、方向性を確認し合える）

・訪問記録表の提示

訪問した際の様子を公式LINE等で伝えている。

・児童、保護者からのニーズに対して児発・放ﾃﾞｲ職員で多角

的な視点を用いて意見交換をして、訪問支援をしているところ

。

・保護者より相談があった際には話を聞く体制を整えていたり

訪問の日程調整を臨機応変に対応している。

・評価や支援のポイントが偏らないように訪問後は、他職員に

共有し個別支援計画書の目標設定や保護者（児童）、学校のニ

ーズに沿っているか確認している。

・訪問の前には、できるだけ情報を集めて近況を把握し、その

時に必要なサポートができるよう努めている。

・訪問先の先生方としっかり連絡調整を行ったり行事など学校

行事など、保護者の方からも情報収集し支援の質を深めること

ができるようにする。

・訪問が一人体制により学校現場で支援の客観性や多角的視点

の確保が難しい。
・一人体制の運営であり、動向や二重チェックなどが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問先での情報交換をする時間がとれないところ。
・口頭での情報交換が中心のため、事前-

事後の文書での情報共有が習慣化されていない。

・モニタリング、会議等の実施を定期的にもてていない。

・放課後等デイサービスの児童対応に追われていること。

・訪問先の先生に報告する時間が、児童対応時間と重なってい

ること。

2025/3/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025/5/1

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025/3/1

○事業所名 かなゆめキッズま～る

○保護者評価実施期間 2025/3/1

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


